
《V
E
還
を
「
中
国」

呼
ぶ
重
大
な
過
ち

中国の二
十一
世紀の姿が、
かなり

はっ
きりと見えはじめてきた 。
園内

的には実に
多くの社会的矛盾や
環境

破壊の
危険を
かかえながら、
対外的

には
まさに「
中華」

の意味さ
ながら

に
自己
中心的かつ
覇権
主
義的な姿勢

を示しつつ 、
軍
事面でも国際政治の

面でも 、
大きく膨
張しようとして
突

っ
張っ

てい
る。

北朝鮮の核ミ
サイルをめ
ぐる今回

の国連
安保理決議案の採択でも 、
中

中国にNOと言える日本1

戦前戦後を
通じて
しばしば問題にな

っ
たので
あるが、
後に詳しく見るよ

うに、
結局はい
わば行政
命令のよう

なかたちで「中国」
の
呼称がわが国で

は圧倒的に
支配的になっ
て
今日に到

っ
ている

。h－色‘．守
．能力輔鰻

国の
姿
勢は一
貫し

て
頑なで
あっ
た 。

そのような中国が外部世界に
与える

脅威を 、
い
かに
封じ込め 、
極小化し

て
ゆくべ
きかが、
アジア

の国際政治

の最重要課題だ
といっ

てもよいで
あ

ろ、っ
。

そのためにわが国が果たすべ
き役

割は大きく重い
とい
えようが、
その

前提としては 、
中国に
対する正
確な

知識に裏付けられた主体的な外交姿

勢をつ
ねに
保持してい
なければなら

（写真提供／共伺遜信社）

もとよ
り 、
中華人民共
和国および

中華民国とい
う国名の国家が正式に

存在してい
ながら 、
それらを「中国」

と言う。
その
呼称にこだわらざるを

得ない
のは 、
かつ

て
中国とは
中華民

国を指し 、
今日では一

般に
中華人
民

共和国を指すとい
う中国側の〈
革命〉

とい
う事情による
ことのみに帰せ
ら

れない
同文同
種の日
中関
係に
国有な

歴史的な経緯と
理由があることは
否

定できないで
あろう。

だ
か

ら、ε叶vo
czz門戸
ωzzmO同

〉言
均 一
2 3

とい
う国
名の国家をアメ

リカ
や
米国と
呼ぴ 、
公
式には R→
z

dEE
毘ロ往。ョ。25同
一回ユgごE

ZORZB

HHaB【べ
とい
う国をイギ
リ

スや英国と
呼ぶのとは
異なっ
た歴史

的・
文化
的な文脈のなかに問題が置

かれてい
ることも否めない。

では 、なぜわが国では「nE
E（チ

／ 

と
中嶋嶺雄
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右Uここでは 、
私自身 、
中国を研究
す

る
者として当初から当然の
前提のよ

うに
習慣づ
けられて
来てい
な

が
ら、

従来
から気がかりで
あっ
た問題 、
す

なわち「中国」
とい
う呼称の問題に

つ
い
て 、
最近
検討する
機会があっ
た

ので 、
この問題を私自身の立
場から

あえて論じてみたい。

「中国」
か「支
那」
か、それとも「シ

ナ」
か、をめぐる
のEEの

呼称問題は 、

ヤ
イナ）」
を「中国」

と呼んでいるのだ

ろうか。
それは正しい
ので
あろうか。

わ
が国仁おける「中国」
の呼称に

関する行政上の歴史的経緯につ
い

て

は 、
こ
れ
までに
も論じられた
ことが

な
かっ
たわ
けで
は
な
く 、「中国」
か

「支那」
か、
もしくは「シナ」
かにつ

い
て、
識者の聞でも 、
また新聞の
投

哲などをめぐっ
ても 、
様々
な意
見や

論争が展開されたことがあっ
た。

「中国」という神話

「支
那」
は
日
清戦争での日本の
勝利

やその後の対中国侵略がもたらした

蔑称
なのだ
から使用すべ
きではない

とい
う立場を主
張しつつ 、
戦前戦後

の論
争をも新聞記事などを丹念に
拾

い
上げて
紹介したのは 、
さ
ねと
うけ

いしゅ
う氏で
あっ
た。

一
方 、「支那」
は蔑称ではなく当然
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申留にNOと言える日本f

使用すべ
きこ

と
を比較的最近もっ

と

も系統的に主
張してい

る
論
客は、
私

の知る
限り、
高島俊男氏と呉智英氏

で
あろ
う 。

しかしながら、のEEの呼称の
問題

は、
その重要性に
もかかわ

らず、
個

人の立
場
や主
張としては

ともか
く、

すでに
解決済みの
問題で
あるかのよ

うに一
般には
肴倣され 、
国
民的な論

議の
対象に
なっ

てい
る
とはいい
がた

い。「中国」
と呼ぴ慣わすことに
何の

疑い
も抱かず 、「

中国」
が当然だ
とい

う，神話。
が一
貫して支配的で
あっ

たからで
あろ
う。

私自
身もこれまでは当然のこ

との

よ
うに
「
中国」

と呼ん
で
来てお
り 、

自分の
著作におい

てもつ
ねに
「中国」

を用い
てきた。代表的な中国通史と

してよく読まれた
貝揮茂樹著
『中国

の
歴史（上・
中・
下）』
（
岩
波新書）

・能力特集

こ
と

を戦前の日
本では一
般に「
支那

（シナ）」
と呼んでい
た。

たまたま今私の
手許に
ある
朝日
新

聞（縮刷版）
の昭和十七（一
九四二）

年七
月四日付け紙面を
見る

と、
堀情

報局第三
部長が「支那における英
米

の
策動」

と題して放送したとい
う記

事が載っ
てい
る。
同日付け夕刊には、

「国民政
府主席

託精衛氏は支那
事変五

周年記念日を前に
『支那事変と大東

亜
戦
争』

と題
する次の一
文を
草し 、

二
日特に
本社を通じて友邦日本の朝

野にこれ
を発表した」

として 、「東亜

解放こそ和
平へ

の
道」

とい
う南京特

電が在精衛の
文章とともに一
面トッ

プに
掲載されてい

る。

同じ七
月十
四日の
紙面には、
戦後

には魯迅の作品の
翻訳者として
竹内

好氏らとともに
知られるこ

ととなっ

た
増田渉氏の
「
新支
那の
文
化建
設」

を見てみても、「
支那」

と一百う
用語は

一
切出てい
ない。

そ
うしたなかで

石原慎太郎氏や
渡

部
昇一
氏がしばしば「シ
ナ」

とい
う

呼称を平然と使われてい
るこ
とに
対

して畏敬はしてい
たのだ

が、
この
問

題に
対してそれ
以上のコ
ミッ
トメン

トを私はこれまでしてこ
なかっ
た。

しかし 、私が
学長
時代に私自
身が

編纂委員会委員長として実に
多くの

時間を費やした

『東京外国語大学
息

（全四巻）
の

資料編こには、
こ
こで検

討する資料を収
録しておい
た経緯が

ある。今回 、
私の
編集で
刊行した
文春新

書『歴史の
鴫を見破る
11日

中近現

代史の
争点お
11』

の
年表作成に当

たっ
て、
作成者の
孫国鳳さん
（東京

大学
博士〈

学術〉）
と新たな資料
を探

索し 、
その重要性に改めて気づい

た

とい
う連載記
事も出てい

る。

第二
次大戦中は、「中国」

とい
う表

現が「中国側軍
隊」「中国民衆」

とい

っ
たよ
うに
混在して
使われてい

る場

合も見受けられるが、大方は「支那」

で
あり 、
昭和
五
年以前はほとんどが

「支那」
で
あっ
た。

日本では古くから「唐」「宋」「
清」

といっ
た王
朝の
名称
をい
わゆる「中

国」
に
対して
用い

てい
た

といっ
てよ

いで
あろ
うが、「のE
S（チャ
イナ）」

が世界的に
普及しはじめた鎮川時代

中期以降は、一
般に

「支那」
が使わ

れるよ
うに
なっ
た

との
説もある（石

田幹之助氏） 。

ところで私は
最近 、
高校時代の
同

級生－
行が
秋
田ツア1に
来た
折に 、

武家屋敷と桜で
知られる
角館を
案内

してい
て、
モロコ
シの
銘菓で人
気の

菓子司「唐土庵」
が客寄せ
のために

！｜｜｜ 
ので
あっ
た。

中国が今日のよ
うに
むき出しの大

国主
義的な姿勢を強めつつ

あり、一

方では
中華民国とい
う実態

が大きく

変化して、
そこの
住民自身が「中国」

「
中国人」
ではなく「台湾」「台湾人」

とい、ヮアイデン
ティ
ティ
を強めつ
つ

ある
現在、
中国の呼称問題には、

改

めて検討が加えられてしかるべ
きで

あろ、ヮ。
また
同
時に 、
その理由や原因が十

分追究されるこ
となく、一
般には至

極
当然のこととして見
過ごされてき

てい
るこ
の
問題のなかに、
わ

が国の

中国
認識ない
しは対中国姿勢にお

け

るきわめて重大な
過ちの
棋源が隠さ

れてい
るよ
うに思われる。

「支那」と「中国」

よ
く知られてい

るよ
うに 、
中国の

店
頭に出している
看板
を見つ
けて 、

一
つ

の知見
を得るこ

とができた
。

そこにはこ
う記されてい
た。

「天
保の
頃 、
寺子
屋で
使われてい
た

え惜しおや

教
科書『烏帽子
於也』
に
角館の産物

から

っちの｝
つ

として
店に
土

と書い
てモロコ

シ
とあります 。

モロ
コシ

は江
戸時代

に
呼び
慣わされてい
た
中国の国の
名

前で
あります」

天
保（一
八三
01
四三
年）

の
頃 、

少なくとも佐竹藩の
寺子
屋で
使われ

号ロコシ

てい
た教科書には「
唐土」

の
表
現が

あり 、
当時は
清国に
なっ

てい
た「
中

国」
をモロコ
シ

と呼ん
でい
たこ
とが

類推されよ
う
。

だ
とすれば徳川
時代末期に
も「唐

土」
やモロコ
シ

が用い
られてい

たよ

うで
あり 、
それは主に
福建省から長

崎に
やっ

てきた
代々
世襲の
通訳・
翻

訳宮（訳司）
を

「唐通事」
と呼んで

｜｜ 
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い
たこととも一
致する
。

明治六
年十一
月に
東京外国語学校

が
神田一
ツ

橋に
創立され
たとき、
そ

の教授陣の何人
かは長
崎の「唐通事」

出身で
あり、
教えた言語は
当初は南

京官話 、
間もなく北京官

話（今日の

「中国語」）
に
なっ
た

が、
それ

らは

「漢語」
と呼ばれ
てい
て、
学科
名は

「
漢語学科」
で
あっ
た

。

「清語科」
を経て「支那語」

「支那語

学科」
となっ

たのは、
辛亥
革命によ

っ
て
清国がなくなり中華民国が生ま

れ
た大正二
（一
九
＝ニ）
年になっ
て

からで
ある。

ここにも見られ
るように、
わ

が国

では王
朝名をもっ
て
呼んでい
たので

あるが、

。EE（チャ
イ
ナ）

が国際的

に
通用しはじめた癒川時代末期には

「支那」
の
呼称もかなり使われ
ていた

よ
うで
ある。
当時の「中国」

が満州

日で
も台湾に存続してい

る
中華民国

の
場合は、同名czn
え

のEEで
ある。

とこ
ろで 、
中華人民共和
国や中華

民国を「中国」
と呼ぶ

のは、
中華人民

共
和
国や
中華民

国の
略称
と
して

の

「中国」
ではない。「
中国」は
『孟子」
や

『史
起

にも出てくる古い雷繋で
あり 、
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・諮力精a

族の征服王朝「清」
で
あっ
たことも

あっ
て、
漢族のなかには

「京都」
を

使いたがっ
た向きもあっ
たとい
う。

「支
那」

はい
う
まで
もな
く
のE
S

（チャイナ）
のことで
ある。
それは中

国大
陸の主
要な地域をカバ
ー

する領

域
名で
あり、一
種の文化
闘を総称す

るので
あっ
て、「清国十八省」
を対象

にして
用い

られ
たよ
うに、一

般にモ

ンゴル 、
満州 、
チベッ
ト 、

新彊など

の非漢族
地域はそこに含まれ
てい
な

かっ
た。

多くの学説
がほ
ぽ一
致してい

ると

ころでは、
紀元
前二百三
十
年以上も

前に最初の統一
王
朝として出現した

秦始皇帝の「秦（吋矢
宮
チン）」

が

古代イン
ド人など

外国人によっ
て
靴

っ
てQ
E（チ1ナ）
と発音され、

あ

るい
はそれ
が
西
漸して

今日ののE
E

（チャ
イナ）

になっ
たものとされ
てい

「中（華人民共和）
国」
もしくは

「中

（
華民）

国」では決してないので
ある。

かつ
て冷戦時代には
中国を「中共」

と呼んだ
場合があり 、
わ

が国のマス

メディ
ア
も昭和三

十年代後半までは

概ね「
中共」
と
言っ
てい
た

。とくに

共産
中国に
敵対的ない
しはそれを
嫌

悪する立場では
「中共」

と呼ぶこと

が一
般的で
あっ
たが、
こ

の場合は中

国共産党の略称としての
「中共」
で

ある
から、
中国当局
自身が「
中共中

央人
期三
中全会」
と
言っ
た
かたちで

使っ
てい

る
中国共産党の
略称として

の「中共」
の場合と 、
外部世界が国家

としての「中国」
を指す場合とが混在

していたといえよう
。

現に
台湾の
李登輝・
前総統もしば

しば「中共」
と
言われ

るが、
この場

合は当然 、国家と
しての「中国」
を指

している。

！
 l・

る
。そのほ

かにも、ピルマ
（現ミャ

ンマ
ー）

との国境に近い
露南省の古

代都市「支那
域」
起
源説なども
存在

してい
る。

「秦（吋回 『
S
チン）」

が西漸して吋宮町

（チン） 、ω5（シン） 、ロロ釦（シ1
ナ） 、

の
Eロω（チ1
ナ）
などに
転じ、やがて

の
FBω（チャ
イナ）
として定着したの

ではない
かとの
推測は、
中近東のシ

リアでは「中国」
を

3E白
百戸（ツイニ

スタン）
と言い、イラン

では

の広包相官

（チニ
スタン）
と呼んでい

ることから

も説得的で
あろう 。

Will-2006年9月寄・94

中
華
思
想
の
現
わ
れ

そのnuE白（チャ
イナ）
を 、一
九四

九年に成立した中華人民共和国も対

外的な公
式
名称として
使っ
てい
て、

英語名は吋gu夜間
伊
吉区n
a

nF6

で
ある。
中

国革命以前から存在し 、ム7

なお 、
台湾に逃れ
た
蒋介石政権
を

「国府」
と呼ぶこともあっ
たが、こ

の

場合は 、「国民政府」
の略称で
あ
り 、

中華人民共和国成立
後は日本と
中華

民国との関
係は主として

「日
華」
と

呼ばれてきた。

さて 、
「
中国」

が

中華民国や

中華人

民共和国の
略称ではない

のなら、
そ

れ
はど

うい
う意味なの
か

。言うまで

もなく「世界の中心の国」「中原の精

華の
固」
さらには「四聞の東夷・
西

戎・
南蛮・
北秋といっ
た野蛮人の
地

とは
異なる
高みに
ある
図」

の意味で

あり 、
自らを世界や宇宙の
中心に
位

エスJta－ントりズム

置づ
ける自民族中心主
義の「中華思

想」
にほ
かならない。

だとすれば 、わが闘が
現在 、

わ広E

（チャ
イナ）
を「中国」
と
呼ぶ

のは、

「
中華思想」
的な中国的秩序体系の－

貝に
馳せ参ずることになっ
てしまっ

95・Will-2006年9月号
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ているとも言えなくはない
のである。

いと日た陪没聖こ のす穂と皇る太
に帝処子
明場iのが

ら帯だ天「
かとい子日
な 堂 に 出
�1号会に 魯 主主 3美

、 ゑ ザモ
〆） C' t聖毛 主 Z

両者の

関係は
少なく見ても
対等なので
あっ

て、
以
来 、
わ

が国は
中国の
朝
貢固と

して中国的世界秩序（
nzロ
go
goHE

O
EOH）

に
組み込まれ

ることはな
か

っ
たにも
かかわ

らず。

この点からしても 、

（い｝払口出（チャイ

ナ）
を「中国」

と
呼んではならなか

っ
たので
ある

が、
わ

が国は
多くの外

国とは例外的に
異なっ

ていて、
n
zE

（チャ
イナ）
を
「
支
那」

で
は
な
く 、

「中国」
と呼ぶ
ことになっ

てしまっ
た

ので
あっ
た

。

ど
うしてこんなことに
なっ
たので

あろ
うか。
こ

の
設問に
答える前に、

他の国々
では
（UEE
をどう呼んでい

中国にNOと言える臼本1

ペルシヤ語・・・・・・・・・Chinistan（シニスタツ）
タイ語...・H・H・H・.. �\4 （チーン）
ラオス戸 …...・H・－－ 寄幻（ヂーン）
五ンボ灯語 ・・・ a �＜チャン）
マレ一戸・・・・・・・・・・・・China（チヤイーナ）
タガロタ？........ ·Tsina（ツイナ〉
インドネJァ語・·Cina（ツィーナ）
ネパール語...・H・－－靖司（チン）
チベット語....・H・－事汽可（ギャナー）
ロシア語・・…....... l{nTa首（キターイ）
モンゴJし語....・H・.x兄Ta.ll（ヒャタドゥ）
韓国・朝鮮語・…・・き弓（チユングク）
ヴエトナム語・…..rrungOuok（トゥ／�YJ·J�）

・総力特集

日本語・・・・・．．．．．．．．．．中国／支那（シナ）
英語・·················China（チャイナ）
ドイツ語…………China（ヒーナ）
オランダ�.. … …·China（シーナ）
フランス量 一・Chine（シーヌ）
イタリア語………Cina（チナ）
スペイン�....... ··China（チナ）
ポル トガjし語・・・・China（シーナ）
jしーマニア語・・・・・・China（シーナ）
チ ェ コ戸…....・ H ・·Cina（チナ）
ギ リ シヤ戸 － － ... Kfva（キーナ）
ポー ラ ンド語 ・ ·Chiny（チーニ）
トルコ語・....・H・...c;in（チン）
アラピア語・・・…－・・侍....JI（シーン）

る
かを言語別に
見ておこ
う。

み
ん
な
「
支
那」
と
呼
ん
で
い
る

いまや国際共通語とも言える
英語

（
米語）

では、
ま
ず「中国」
を指して

定。。ロ
匂a
FE－

とは言わない。
周知

のように
Q民民（チャイナ）

で
ある

。同

じ
ゲルマン
系のドイツ
語ではのE口釦

で
あり 、

（ヒ
l

ナ）

オ
ラン
ダ
語で
も

ス
ラヴ
系ではチェ
コ
諾がの宮白（チ

l
ナ） 、
ポー
ラン
ド語

がわ町宮山、（チl

WiLL-2006年 9月号・96

（U｝骨お（シlナ）

発音が若

干違っ
ても
（UEEには変わ
りない。

であっ
て 、

ニ）
で
ある。
中近
東のシリアや
イラ

ン
（ペ
ルシャ輯同）

は
すでに
見たが、
トルコ

語ではわ吉

（チン）
であり 、
アラピア語でも
♀t－

のケ1スにつ
いて

（シlン）
で
ある

。
言語系統としては

独立
しているギリシャ
語でも 、
目 、高

（キ1ナ）
と言っ
ている。

ア
ジ
ア
諸国ではど
うで
あろ
うか。

韓
国
・

朝
鮮
で
は
日
本
同
様
に「
中国」

ヨーロッパ
のも
う一
つ

の主
要
言語

系統で
あるロ
マ
ン
ス系の
場合で
も 、

フランス語はわ
E出向山（シlヌ〉 、
イタリ

ア
語は
Q
S（チ
ナ） 、
スペ
イン
語は

わZE釦（チ
ナ） 、
ポ
ル
ト
ガル
諾で
も

ゎEE（シ
1ナ） 、さらにルーマニ

ア語

でもの町宮山（シ
1

ナ）
で
あっ

て、
すベ

て「支那（チ1
ナ）（シ
ナこ

に
通じて

いる。
（チ1ン） 、ラオス組問では剖ど（ヂlン） 、

カン
ボ
ジ
ア
語ではmm（チャン）
で、

フィ
リピン

のタ
ガロ
グ
語でも叶凹宮田

（ツィ
ナ）

で
ある。
またネパ
ール
語で

は
品』（チン）
と
言い、
チベ
ッ
ト語で

は曲 ．
白2 ．（ギャ
ナ1）

で
ある。

一
方 、
スラプ
系のロシア語では「中

国」
のことを

円吉川島（百比区六
百g 、

キタl
イ）

と
呼んでいて一の
EH阿倍（支

那）
起源とは
異なっ

ている。モンゴル

語でもロシア語の影響からか
）門司町民

（ヒ
ャタドウ）

というが、
それ

らはユ

ー
ラシア
北
部の
例
外で
あり 、
その語

源としてはモンゴル
系北方騎馬民族

の
国（遼）
として
栄えた契丹（
百戸店ロ

キヅタン 、
チー
タン

（UESロ）
が考えら

れ
る。一
二
四六
l－

二
五四年にモン

ゴル
帝国の首都で

あっ
たカ
ラコルム

を
訪れたと
い、つ

イスラム
商人もしく

はフランシスコ

会修道士が

わω野呂
の から

来た
きコ「（チユ
ン
グク） 、
ヴェ
ト

ナム
でも
同様に

寸コ信関ρgw（トゥル

で
ある。イン
ドネシアは

ンコ
ッ
ク）

華入
社会が強い
影響力をもっ

ている

ためで
あろ
う 、
d
gmgw（テイ
オン

コ
ク）

とも一言うが、
本来のイン
ドネ

シア語ではわ宮山（ツィIナ）
である。

マ
レー
シアではマ
レ
1

語でのE回目H

（チャ
イlナ）

であり 、
タ
イ語では4t

っと名拠 て名
たはは点今いで

。 起知の日る ヨ
i原ら航で 。 l
のれ 空 は

果 て 舎 宮 三塁 2 等里 長
中 が 帥l ぽ 芯
回； ［腎 元
忘 れ 三 と 主
呼は国見、 ·.f' 卒、 ゎ泰 つ ん

ネ：：：： .........香 ら
i> gの港 れ

このよ
うに見てくると、「中国」
と

い
う呼称は
東アジア
の漢字文化圏の

みで
用いられ
ており 、

世界の大部分

では
「
支
那」
に
共通するのE
S
もし

くは
わ宮胆が使われ
ているので

ある。

わ
が国は韓国・

朝鮮やヴェ
ト
ナム

とは違っ
て、

わ区ロ8
4司25
0ER

に

組み
込まれ
ている「

中国」
の朝
貢固

ではなかっ
たのである
から、「中華思

想」
に
基づ
く「中国」

ではなく
世界

に共通の「支
那」
に依るべ

きだっ
た

の区 、
その呼称
を棄ててしまっ
たの

で
あっ
た

。
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し
かも韓国・
朝鮮はハ
ン
グル

の世

界と
なり、
ヴェ
ト

ナム
も漢字を使つ

てはい
ない

ので
、唯一

日
本だ
けが、

い
かに
同文同
種のよし
みと

はい
え、

「中国」
をそのまま漢字で有

り難〈受

け入れて用いている唯一
の
固なのだ。

そうした
状況
下では中国と

対等の

外交関
係を
築くこと
さえ
容易なこと

ではないとき守えよ
うが、このよ

うな

事態に到っ
た
最大の原因は 、

歴史や

文化それに
Q旨ω
をめぐる

言

語的背

景などと
は無関
係に相手の意向に副

お
うと
したわが国官僚たちの無思慮

に
あっ
たので
あり、以下
この点を見

てみたい。

対
中
低
姿
勢
外
交
の
ツ
ケ

事柄はまず大正二（一
九
二二）
年

六
月に遡る。
時代は
採文が主導した

一
九一一
年の辛亥
革命直後のこと
で

・鑑力精鐘

好マ
サリシ
所ニ
シ
テ
殊ニ
最近
同国官

民ノ
之ニ
対シ
不満ヲ
表示スルモノ
多

キヲ
加エ
タル
観アリ
其ノ
理由ノ当

否ハ
暫ク措キ
我方トシテ
右
様支那国

感情ヲ
無視シ
テ
従来ノ
用例ヲ墨守ス

ルノ
必要ナキノミ
ナラス
近
来本
邦民

間ノ
用例ヲ見ルモ
中華民国ノ
呼称ヲ

使用スルモ
ノ
頓ニ
増加シツ
ツアル
状

況ナルニ
顧ミ目下ノ

処支那政府ヨ
リ

本
件改称方ニ

付何等申出
来レル
次第

ニハ
ア
ラサルモ
此際我方ヨリ
進テ
従

来ノ
用
例ヲ変更スルコ
ト時宜ニ

適ス

ルモ
ノト認メ
ラル

就テハ
今後支那国ヲ
表示スルニ
付

キテハ
条約図書等既ニ
前記大正二
年

六
月閣議ヲ以テ
中華民国ノ
呼称ヲ
使

用スヘ
キコ
トヲ

定メ
ラレタルモノニ

於テハ
勿論其他国内又ハ
第三国トノ

間ニ
用フル
邦語公
文
書ニ
於テモ一
律

中
華民国ノ
呼称ヲ用フルコ
トヲ

常則

あっ
た。
当時、

清朝が転覆され
共和

制と
なっ
た
「支
那」
では、

国
号を

「
前回」
から「
中華

民国」
と
改称した。

そうした
状況下で共和

制新政府に

対して
在支帝国公使が大

正二
年十月

六日に
通告したわが国の

承認通告の

公文は「中華民国を
承認する」
となっ

てい
た。

と
ころが
同じ大正二

年六月

に日本政府（帝国政府）
は次のような

閣議決定をあえて行っ
たので
あっ
た。

「邦文公文書ニ
用フヘ
キ
同国国号ニ

関シ
条約又ハ

国
害等将来中華民国ノ

名称ヲ
用フルコ
トヲ

要スルモ
ノハ
別

トシ
帝国政府部内並帝国ト

第三
国ト

ノ
間ニ
於ケル
通
常ノ
文書ニハ

今後総

テ
従来ノ
清国ニ
代フルニ
支那ヲ以テ

スルコ
トヲ決定セリ」（漢字は当用漢

字に変えた）

ト致度右
闘誠決定ヲ
荷フ」

支那側 、
すなわ

ち中華民国政府か

らの要請が改めて寄せ
られ
たので
も

ない
のに、わが外務省はわざわざ大

正二
年の
閣議決定を反故にして中華

民国の
呼称に統一
しようと
したので

あっ
たが、
その
責任者はつ
ねに
対中

国低姿勢外交を主導して
来た幣原喜

重郎外相で
あっ
た。

現在の日本の対中国外交に一
貫し

て見られ
る「願罪外交」
「謝罪外交」

「
位負け外交」

のル1ツは、
すでに一

九一ニ0年代に根を張りつ
つ
あっ
たの

で
あり 、
「チャ
イナ・
ロピl」
に
誘導

され
やすい
外務
省の
性癖と
しての対

中国軟弱外交は、
既にこの
時期にも

始動していたので
あっ
た。

このような外務省の要請を受けて、

1'111 

こ
う
して以

後わ
が国におい
て
は、

「支
那国」「支
那共和

国」
が公
式の
呼

称として用い
られ
ることと
なり 、
一

般に
も「支那」

が従来通りに使われ

たので
あっ
た。
当時のわが国政府は

第一
次
山本権兵衛内

閣で
あっ
た

が、

今日から見て、
実に
賢
明な勇
断であ

っ
たと
言えよう。

と
ころが、やがて昭和五（一

九三

O）
年十月、わが外務省の要請によ

る
新たな閣議決定が行われ

た。
そ

の

経緯は次の通りで
あっ
た。

Will・2006年9月号・98

し 理！務 那た大 大 固 ま
ν 臣臣号ず男 ノ償爵 呼 昭口 称 和

雄幣 に 五
幸 原 関 年に 害す十
対 重る 月し 郎 件 二、 は 」 十
こ 、 と 九
う 内 し 目前 閤て『議 総 外 支

「支
那ナル
呼称ハ
当初ヨ
リ
同国側ノ

日
本政府は昭和五
（一
九三
O）
年十

月三
十一
日に直ちに閑職
決定し、
鈴

木富士弥・
内閣書記官長は各省次
官

宛に次のよ
うな「通
牒」
を出してい

る。「支那国ノ
表示ニ
付テハ
大正二
年閣

議決定ノ
次第モ
有之候処今
般圏内又

ハ
第三

国トノ
間ニ
用フル
邦語公文書

ニ
於テハ
中華民国ノ
呼称ヲ
用フルコ

トヲ
常則トスルコ
トニ
閣議決定相成

候」これを受けて各省は
「公
文
書ニ
使

用スル
支那国
名称ニ
関する
件」
を省

内に
通達し、
陸軍においても「
副官

ヨリ
陸
軍一
般へ
通
牒」
とい
う
かた
ち

で
流布され
た。
し
かし
公文書など以

外では、一
般には依然と
して「支那」

が用い
られていた。
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型昭和六（一
丸三
こ
年九月には

満州事変が勃発、
わ

が国は
軍部（関

東
軍）
主
導の対満州方策へ

と動い
て

いっ
たが、
いわゆる日中戦争となる

「支

那事変」
が起こっ
たのは昭和

十
二

（一
九三七）
七月のことで

あり 、
その

後も先の朝日新聞紙面のよ
うに、
依

然として
「支那」
が使われ
続けてい

たので
ある。

官
僚
の
無
思
慮
な
過
ち

こ
うした経緯の

後に「支那」
がほ

ぼ
完全に
消えたのは戦後のことで

あ

っ
た 。
それ
には、
もう一

度の
きわめ

て重要な
行政的展開があっ
たので
あ

る。
それは終戦の翌

年、
昭和二
十一

（一
九四六）

年の六月から七月にかけ

てのことで
あっ
た。

まず同
年六月六日、
外務次
官は文

部次官など各省次官 、
内閣
書記官長 、

ます。
昭和二十一

年六月七日

岡
崎外務省総務局長」

・鍵カ精集

当時の外務省総務局長は後に
外務

大臣にもなっ
た
岡崎勝男氏で
あっ
た

が、
一
外務官僚名の公文牲としては、

きわめて重大な事柄が含まれ
てい
た。

とくに
「今後は
理屈を抜きにして

先方の嫌がる文字を使は
ぬ
様にした

い」
とい

うので
あるが、
それ

は「支

那」
とい

う呼称の歴史的背景や言語

的な意味を一
切無視した
官僚的規制

で
あっ
た 。

しかもこのよ
うな一
種の
強制を法

律や規
則ではなく「申送り」

として

「写」
を添付するかたちで
伝達してい

る
ところ
が深謀遠慮で
あり 、
姑息だ

と、もい
えよ、っ 。

当時わ
が国は

占領下に
あっ
た
敗戦

法
制局長
官や
各
都道
府
県に
宛てて

「支那の
呼称を
避けることに
閲する

件」
と題して、
次のよ
うな文章を

申

し送っ
た。

「
本件に関し外務省総務局長か

ら六

月六日付で
都下の主な新聞雑誌社長

に対し念のため
写のよ
うに
申送っ
た 。

右
衛参考のため
御送りする次第で

あ

るが、
機会があっ
たら御関係の

向へ

も

同様御伝へ
を得たい。」

が 昭、 和 こ以 二の下 十「の一 室事 年 じ
’I ...t... L_ J ノ、で月とあ 七は

莞日に 日な付つはて翌い 日るの

「中華民国の国
名として支那とい
う

文字を
使ふことは
過去に於ては

普通

行はれ
て
居たので
あるが其の後之を

改められ
中国等の
語

が使はれ
てゐ
る

国で
あり 、
中
華民国は戦勝因の一
貝

で
あっ
たとはいえ 、
「支那」

とい
う歴

史的かつ
文化的 、
また言語的意味を

もっ
呼称を一
篇の
官僚的文書で

処置

したので
あっ
た 。

中華民国側は「支那」
を用いること

を

嫌うとい、つ
けれ
ど 、
では

わ官”
は

ど
うなのか。
国名は英
語で同
8
5r

aゎ
EEではない
か 、（V
EE

はよくて、

「支那」
がい
けないのは
何故か 、

とい

っ
た
設問も
試みることなく 、
実に重

要な問題を
官僚的な
措置によっ

て
対

処してしまっ
たところに大きな問題

があっ
たので
ある。

瞬く聞に消えた「支那」

このよ
うな外務省の「申送
り」
を

受けて 、
文部省は
同

年七
月三日、
文

部大臣官房文書課長の「「支那』
の呼

称を避けることについて」
と題する

処
支那といふ
文字は中華民国として

極
度に
嫌ふ
もので

あり 、
現に
終戦後

同国代表が公
式非公
式に此の
字の使

用
をやめて
貰い
度い

との要求があっ

たので
今後は
理屈を抜きにして

先方

の
嫌がる文字を使はぬ

様にしたい
と

考へ
念のため貴意を得る次第です。

要するに
支那の
文字を
使はなけれ

ばよいのですから用辞例としては

中華民国 、
中国 、
民因。

中華民国人 、
中国人 、
民
国
人 、

華人。日華 、
米華 、
中蘇、
英筆。

などのい
ずれ
を用ひる差仕な
く唯

歴史的地理的又は学術的の叙述など

の
場合は必しも右に
拠り得ない
例へ

ば
東支那海とか日支事変とか

云ふこ

とはやむを得ぬ
と考えます。

ちなみに
現在の
満州は満州で
あり

満州国で
ない
ことも念のため
申添え

Wilし2006年9月号・100

「通
知」
（官文五七
号）
を
省内各部局

のみな
らず 、
公立私立大学 、
高
等専

門学校校長に
宛て
流布したので
あっ

た 。こ
うしてわ

が国の
新聞雑誌などの

メディ
ア

のみならず 、
大学や専門学

校などからも一
斉に「支那」

の
呼称

が消えてい
くので
ある

が、
その
中で

も最も迅速に対応せざるを得なかっ

た
の
が当時官立専門学校の一
つ
で
あ

っ
た
東京外
事専門学校で
あっ
た 。

なぜ
なら現東京外国間大学の前
身

で
ある
同校には明治初期の
東京外国

語学校（明治六
年創立）
以
来の永い
歴

史と伝統を
有する「
漢語学科」 、
後の

「支那科」（前述）
があり 、
当時もわ

が

国の
代表的な外国語
専門学校として

「支那説巴を教えていたからで
あっ
た 。

そのよ
うな東京外事
専門学校は、

昭和
十九（一
九四四）
年四月に
戦時

101・Will-2006年9月号
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下の
強制で四年制の東京外国語学校

から三
年制の外事専門学校へと
移行

させ
られ、

昭和二
十
六
（一
丸
五
こ

年四月に
新制の
東京外国語大学とし

て
再出
発する
まで
七年間続い
た

が、

官立
専門
学校 、つ
まり国立の学校で

あっ
たか

ら、
当然文部
省の

「通知」

には
従わなければならなかっ
た 。

同
校は
早くも昭和二
十一
（一
九四

六）
年七月二
十七
日 、
校長
名（井手

義行校長）
で
田中耕太郎文
部大臣に

宛て
「学則改正
実施報告の
件」

と題

して 、
次のように報告してい
る 。

「「支那」
の呼称をさけることについ

て
本月三日
官文五七号文部大臣官房

文書課長御通牒がありましたので
本

校学則中左記の
箇所を改正し
本月二

十二日より実施い
たしましたか

ら御

報告い
たします。寸HU－－uaMM
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「支
那の膝史」（皐同窓会 、
九

三
八
年）

・
穂
村
清二
「
教
義
と
し
て
の
中
国
史』
（
講
談

社
現

代新害 、
一
九
六
五
年）

池
田
正
之
輔
『シ
ナ
民
族
性
の
解
明
l
日
本シ

ナ
学
の
空
白
を
衝
く
l』

（
内
外
感
情
研
究
所 、

一
九
七一
年）

さ
ね
と
う
け
い
し
ゅ
う
「
中
国
留
学
生
史
該』

（第一
書房 、
一
九
八一
年）

且ハ
智
英
『ホ
ン
ト
の

話11誰も
語
ら
な
かっ

た

現代社
会
学
〈
全
十
八
議〉

｜｜』
（
小
学
館 、

・能力特集

－円前事胃玄司・
Di盟盟国軍D冨11:1111

戦
艦
大
和

最
後
の
乗
組
員
の
遺ユ一一
円

お前は生きろ
Il－－ 一 、

学則第三条中

第一
部『支那科』

と
あるを『中国
科』

に・4
改正

従
来
「支那
語」

と
呼称せ
るを’

「中国
語』

と改正す」

私自
身は
東京外国語大学になっ
て

からの
中国科（第六部第一
類）

の卒

業生で
あるが、
こ
うして
教育分野か

ら
も「支那」

の
呼称は一
挙に
消えて

いっ
たので
あっ
た 。
（以上の

東京外事

専門学校の文部省往復文
書は
『東京

外
国語大学史
資料編一一」
所収）

（UE
Eがれっ
きとして
使われてい

るに
もかかわら
ず 、
わ

が国におい
て

は歴
史的に
用い
られて
きた

「支那」

が消えて「中国」
になっ
てい
る
背景

には、
本稿で
見たよ
うな経緯があっ

たので
ある 。

以上の検討結
果か

ら、
中国当局が

nz
g

の
呼称を
維持してい
る
限り 、

ニ
O
O一
年）

渡
部回升
『
日
本
と
シ
ナ
Il－

－a
O
O
年の

真実l｜』
（
P
H
P
研
究
所 、
ニ
O
O
六
年）

・
栗
原
則
信
「
中
濃
世
界
の
成
立」
（
早
稲
聞
大

学文
学
部
東
洋
史
研
究
室
編
集
「
中
国
前
近
代
史

研室 、
雄山閣、
一
九
八
O
年）

伊
藤一
彦
「
中
国
と
『
支
那』」
（『
中
国
研
究

月
翠
一
九
九
五
年三
月
号）

－川内向其コ支那」「支那国」「支郵共和国』

l！
日
本
外
務
省の
対
中
呼
称
政
策」
（『
中
国
研

究
月
報』
一
九
九
五
年
九
月
号）

・
商
品
俊
男
コ
支
那』
は
磁
称
で
は
な
い」

（『諸
君
！』

一
九
九
周
年
十二
月
号）

高
島
俊
男
「『
中
国』
と
は
ど
ん
な
意
味
か」

1
1li
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「支那」
を用い
ることにはなん

ら
異議

を差し
挟む余地はない

のだと
結論し

てよいものと、
私は
現在考えてい
る 。

〈主要参照文献〉

・

『東京外国路大
学
史
l

独
立
百
周
年
（
地
学

百
二
十
六
年）
記
晶子l』
（
東
京
外
国
語
大
学 、

一
九
九
九
年）

『
東
京
外
国烈
大
学
史

外国語
大
学 、
ニ
O
O一
年）

・
ア
ジ
ア
歴

興資料セ
ン
タ
ー

／
ホ
l

ムペ
l
ジ

資料
編一一』
（来京

『
ア
ジ
ア
歴
史
事
典、
4』

（
平
凡
社、

六
O
年）

「一宮町治
学

百科事
典』
（
大
修
館
舎店 、

九
二
年）

司
近
代
日
中
関
係
史
年
表」
（
岩
波
性
店 、

0
0
六
年）

凶BLFm～〈時宅何回
町、色。』Uh同町九』．h～wb．Hhbbk

 

2
2dpgps
E訟03・M窃）

（「諸
君
！』

一
九
九
五
年二
月
号）

岡
田
英
弘
「
中
国
人
と
は
何
か
？」

（「鮒
研
ク

ォ
lタリl』 、二O

O
六
年夏）

小谷野教「『十話山町』
は
差
別
際
だ
と
言
わ
れ

た
ら」
（
中
嶋
嶺
雄
編
『
歴
史
の
嘘
を
見
破
る
l

日
中
近
現
代
史
の
争
点
お
｜」

（
文
春
新
書 、

0
0
六
年））

芯かじまみねお
一

九
三
六
年
生
ま
れ．

東
京
外
箇

回大
学
中
国
科
箪
集。

六
五

年
穣
京
大
学
大
学
院
悶
際

関係
諭
限
謹
率
繰．

八

O年

東京
大

学社会学柵同士．

東京外
国
短
大

学長
な
ど
を
歴
任
し、

現
在、

国
際
教
養
大
学
理
事
長
・

学
長．

文
部
科
学
省
中
央
教
育
審
議

会
蚕
員
（
大
学
院
部
会
長、

外
国
語
専
門
部
会
主
査
て

な
ど

を
謙

務．

帽町睡回
線
『
北
京
烈
烈』
｛
筑
摩

閣官房）
で
サ
ン
ト
リ
ー

学
差
賞
受
賞．

ニ
0
0
＝一
年
『
正
輸
大
賞」

受
賞．

近
著
に

『
別
世
紀
の
大
学
l
聞
か
れ
た
知
の
鎚
点
へ
』
（
箇
創
社）、

弱

者
に
『
歴
史
の
嘘
を
見
磁
る
！
目
中
近
現
代
史
の
争
点
お
』

（
文
罰泊
費
秋）

悠
ど．

∞
由
∞
ω
H’
O
∞
0・
申

定
価
1
5
7
5
円
（
税
込
み｝

則 賜音日千代白｜… 九段南3・ 1-1久保寺ピル
電話：03-3817・0711

八杉康夫著

じむ戦艦大和の最後 。

Will-2006年9月匂・102

九九

103・Will-2006苦手9月号



中国は五輪後に

分裂腐爆する！

中
問国
100を

渡部昇一

三.......... 2006 司..... SEPTEMBER 

姻申織政治家臨かき慣行銀山際澄夫

申国怯支部
と一時ぶのが正しい
申嶋嶺雄

申回線式市楊の危隙恕錬盆術宮崎正弘

ロシア極秘資料が明かす
E
B
加醸昭

北
朝
鱒
ミ
サイ
ル
発
割
の
怪

小
林
よ
Lb

上
坂
冬
毛
・

嶋田も小沢一郎も不勉強挺

mE苦言F腎司・


